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 ■顧客の「社会的存在感」を創造  

 

 成熟した日本の市場環境下では、これまでの「ソリューショ

ン営業」に代わる新しい営業活動「パフォーマンス営業」が必

要だ。本書は、そんな提唱を繰り広げる。  

 

 「パフォーマンス営業」を「顧客にとっての社会の中における

存在感を創造していく営業」と定義。現場の営業担当者自身

には、市場がわくわくするようなアイデアの創出につながる能

力が求められている、と指摘する。  

 

 つまり、営業担当者は顧客をいかに社会から求められる存

在にできるかを考えることが必要だ、というわけだ。  

 

 では、そうした「パフォーマンス営業」を実現するためにはどうしたらいいのか。  

 

 本書では、業務計画の立て方や時間管理の方法といった実務面も含めて詳述する。（１６８０

円、産業能率大学出版部） 
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